Ｗ３７－１
Ｗ３７　パペット・ステイマン
ＮＴビッドに対し直接の３Ｃレスポンスはパペット・ステイマンでメジャーの８枚フィットを探すためのもの。
Ａ．パペット・ステイマン　
（１）オープナーの１ＮＴにレスポンダーの３Ｃビッドはパペット・ステイマン。
　　　（２Ｃはレギュラー・ステイマン）
（５枚メジャーがあっても１ＮＴオープンする場合）

（５枚メジャーがあるときは１ＮＴオープンはしないことにしている。従ってこのコンベンションは使っていない。owada）
（２）オープナーの２ＮＴにレスポンダーの３Ｃビッドはパペット・ステイマン。
　　　（レギュラー・ステイマンはない。）

　　　（パペット・ステイマンを使う約束のときは５枚メジャーがあっても２ＮＴでオープンする。owada）
（３）オープナーが２Ｃオープンし、レスポンダーが２Ｄをビッドして、オープナーが２ＮＴとリビッドしたとき、レスポンダーの３Ｃはパペット・ステイマン。
　　　（レギュラー・ステイマンはない。）
Ｂ．パペット・ステイマンの条件
（１）ＮＴまたはメジャー・スーツでゲーム・ゴーイング・コントラクトに十分な点数があること。
（２）ラフできる可能性があること。少なくともどこかにダブルトンがあること。

　　　（これは余り気にしていない。owada）
（３）ハンドの形
　　・少なくとも１つは３枚メジャーがあること。（Ex　３－２－４－４）
　　・２つの３枚メジャーがあること。（Ex　３－３－２－４）
　　・４枚メジャーがあること。（Ex　４－２－５－２）
　　・２つの４枚メジャーがあること。（Ex　４－４－３－２）
　　・５－４メジャーのときは使わない。
　　　このときはレギュラー・ステイマンでスタートし、必要ならスモーレンを使用する。

　　　（この説明は１ＮＴオープンの場合のもの。２ＮＴオープンに対しては考えなくて良い。owada）
Ｃ．アドバンスト・パペット・ステイマン
（１）レスポンダーの３Ｃビッドに対するオープナーのリビッド。
　　　３ＮＴ＝５枚メジャーも４枚メジャーもない。　
３Ｈ/Ｓ＝５枚Ｈ/Ｓ。

（Ａ（１）の説明の通り５枚メジャーがある場合。owada）
　　　３Ｄ＝４枚メジャーあり。（１つあるいは両方）
（２）（１）のオープナーの３ＮＴリビッドに対するレスポンダーのリビッド
　　　パス＝メジャー・スーツのフィットなし。ＮＴでプレイしよう。
　　　４Ｃ/Ｄ＝強い５枚マイナーでスラムに興味あり。
　　　４ＮＴ＝ポイントを示す。６ＮＴインビテーション。

　　　（２ＮＴオープンがマキシマムであれば６ＮＴへ。owada）
　　　
　　　Ｗ３７－２
５Ｃ＝ハイ・ガーバー。

      （スーパーがーバーともいう。Ａ-Asking。この場合はトランプスーツは決まっていない。答え方は約束で例えば５Ｄ＝１または４枚、５Ｈ＝３または０枚、５Ｓ＝２枚のミニマム、５ＮＴ＝２枚のマキシマム。４Ｃは他の意味。owada）
６ＮＴ＝サイン・オフ。
（３）（２）のオープナーの３Ｈ/Ｓリビッドに対するレスポンダーのリビッド
　　　３ＮＴ＝サイン・オフ。メジャー・スーツのフィットなし。

　　　（フィットなしとはＨ/Ｓに３枚のサポートがない。owada）
　　　４Ｃ/Ｄ＝強い５枚マイナーでスラムに興味あり。
　　　４Ｈ/Ｓ＝サイン・オフ。

　　　（Ｈ/Ｓの３枚以上のサポートあり。スラムなし。owada）

　　　４ＮＴ＝ポイントを示す。６ＮＴインビテーション。

　　　（前述。owada）　
　　　５Ｃ＝ハイ・ガーバー。

　　　（Ａ-Asking。この場合はトランプスーツは決まっているから、ＲＫＣＢで答える。ＲＫＣＢは追ってお知らせします。owada）
　　　６ＮＴ＝サイン・オフ。

（４）オープナーの３Ｄリビッドに対するレスポンダーのリビッド･･･その１
　　　３ＮＴ＝４枚メジャーなし。（サイン・オフ）
　　　３Ｈ＝４枚Ｓあり。オープナーは４枚Ｓがあれば４Ｓ。なければ３ＮＴ。
　　　３Ｓ＝４枚Ｈあり。オープナーは４枚Ｈがあれば４Ｈ。なければ３ＮＴ。
　　　４Ｄ＝メジャー４－４。オープナーは自分の４枚メジャーでゲーム・ビッド。
（５）（４）のオープナーの４Ｈ/Ｓリビッドに対するレスポンダーのリビッド
　　　パス​＝そのスーツでプレイ。
　　　４ＮＴ＝ポイントを示す。６ＮＴインビテーション。
　　　５Ｃ＝ハイ・ガーバー。

　　　（前述。owada）
　　　６ＮＴ＝サイン・オフ。
（６）オープナーの３Ｄリビッドに対するレスポンダーのリビッド･･･その２
　　　３ＮＴ＝４枚メジャーなし。（サイン・オフ）
　　　３Ｈ＝４枚Ｓあり。オープナーは４枚Ｓがあれば４Ｓ。なければ３ＮＴ。
　　　３Ｓ＝４枚Ｈあり。オープナーは４枚Ｈがあれば４Ｈ。なければ３ＮＴ。
 ４Ｃ＝メジャー４－４。スラム・INV･･････････････････････････････････①

　　　（ここが４Ｄと違う。owada）
４Ｄ＝メジャー４－４。オープナーは自分の４枚メジャーでゲーム・ビッド。
①　スラムINVの場合（オープナーがマキシマムであれば）
　　　　２ＮＴ－３Ｃ；３Ｄ－４Ｃ；４Ｓ＝ＨフィットのＡアスキング


･･･４ＮＴ（１枚または４枚）････ＲＫＣと同様
　　　　　　　

　　　･･･５Ｃ （３枚または０枚）
　　　　　　　　
　　　･･･５Ｄ （２枚Ｑなし）





　　　･･･５Ｈ （２枚Ｑあり）



　　　　２ＮＴ－３Ｃ；３Ｄ－４Ｃ；４ＮＴ＝ＳフィットのＡアスキング


　　


　　　･･･５Ｃ （１枚または４枚）
　　　　 

　　　･･･５Ｄ （３枚または０枚）
Ｗ３７－３



　　　･･･５Ｈ （２枚Ｑなし）



　　　･･･５Ｓ （２枚Ｑあり）
　　
（７）マイナー・ステイマン
　　　２ＮＴ－３Ｓ＝３ＮＴをビッドせよ。(マイナーでスラム狙い。) 

　　

　　･･･４Ｃ（Ｃ６枚以上）


　　･･･４Ｄ（Ｄ６枚以上）


　　･･･４Ｈ（マイナー５－５。Ｈ１枚または０枚(スプリンター)）


　　･･･４Ｓ（マイナー５－５。Ｓ１枚または０枚(スプリンター)）
これらのビッドの１ランク上をビッドしたらＲＫＣ
　　　　　　　３ＮＴ･･･４Ｃ－４Ｄ　：ＣをトランプにしたＲＫＣ


　　･･･４Ｄ－４Ｈ　：ＤをトランプにしたＲＫＣ
･･･４Ｈ－４Ｓ　：両マイナーを対象にしたＲＫＣ･･･＊

　　･･･４Ｓ－５Ｃ　：両マイナーを対象にしたＲＫＣ･･･＊
　　  
･･･４Ｃ/Ｄ/Ｈ/Ｓ－４ＮＴ：ＮＴでプレイしよう。(サイン･オフ)
＊　両マイナーを対象にしたＲＫＣ
　　　　メジャーはＡだけキー・カードとしてカウントする。
　　　　マイナーのＡとＫはすべてキー・カードとしてカウントする。
　　　　ＱはＣ/Ｄいずれにあっても「Ｑあり」とする。
　　　（例）
　２ＮＴ－３Ｓ；３ＮＴ－４Ｈ；４Ｓ＝両マイナーを対称にしたＲＫＣ


　　　　　　　　　　･･･４ＮＴ＝１または４枚

　　　　　　　　　　･･･５Ｃ　＝０または３枚


　　　　　　　　　　･･･５Ｄ　＝２枚でＱなし。

　　　　　　　　　　･･･５Ｈ　＝２枚でＱあり。
 (katori-wada-ohno)

２００５年7月

（ＲＫＣＢ＝ローマン・キー・カード・ブラックウッド＝簡単にＲＫＣという。）
「１Ｃ－３Ｃはプリエンプティブ」の説明

これは１Ｃ－２Ｃとシングル・レイズした場合これを①ゲーム・フォーシング（ＦＧ）とするか②インビテーション（ＩＮＶ）とするか２通りあります。

①の場合

１Ｃ－２Ｃ＝ＦＧ

１Ｃ－２Ｄ＝ＣのＩＮＶ

１Ｃ＝３Ｃ＝Preempt

１Ｄ－２Ｄ＝ＦＧ

１Ｄ－３Ｃ＝ＩＮＶ

１Ｄ－３Ｄ＝Preempt

等の約束がありますが追ってお知らせします。
Ｗ３７－４
パペット・ステイマンの例
１．パートナーの２ＮＴオープンにパペットを使って何とビッドするか。その後の経過は。
（１）Ｓ：Ａ９６　Ｈ：８７　Ｄ：ＫＴ８５３　Ｃ：Ｊ７２
　　　３Ｃ･･････パートナーの５枚Ｓに期待。パートナーが２Ｄか２Ｈをビッドしたら３ＮＴ。３ＮＴだったらパス。
（２）Ｓ：Ｑ６　Ｈ：ＫＴ９６４　Ｄ：８７　Ｃ：Ｑ９７３
　　　３Ｄ･･････３Ｄでジャコビー・トランスファー。３ＮＴまたは４Ｈ。
（３）Ｓ：Ａ６　Ｈ：ＫＪ８７　Ｄ：９５４２　Ｃ：Ｔ８６
　　　３Ｃ･･････Ｈの４－４フィットを探す。もしパートナーが３Ｄと５枚メジャーを否定し４枚メジャーを示したら３Ｓとビッドし、Ｈの４枚を示す。
（４）Ｓ：ＡＪ７２　Ｈ：９８３　Ｄ：Ｊ５２　Ｃ：７６４
　　　３Ｃ･･････４－３－３－３のハンドだからＳの４－４フィットを求めようとはしていない。もしＳの５－４フィットが有れば４Ｓをビッドする。
２．パペットを使っているとき次ぎに何とリビッドするか。
　　　　　２ＮＴ－３Ｃ；３Ｄ－？？
（１）Ｓ：Ａ２　Ｈ：ＫＪ９８　Ｄ：９５４　Ｃ：Ｔ６３２
　　　３Ｓ･･････４枚持っていないＳをビッド。パートナーはＨが－４であれば４Ｈ。
（２）Ｓ：ＱＴ９５　Ｈ：Ｊ７６４　Ｄ：Ｔ８３　Ｃ：Ｋ９
　　　４Ｄ･･････メジャーによるゲーム・ビッド。メジャーが４－４。
３．２ＮＴオープンした後、何とビッドするか。

　２ＮＴ－３Ｃ；３Ｄ－３Ｓ；？？
（１）Ｓ：ＡＱ９４　Ｈ：Ｋ９３　Ｄ：ＡＫＴ３　Ｃ：Ａ５
　　　３ＮＴ････パートナーは４枚Ｈを示した。フィットがないから３ＮＴ。
（２）Ｓ：ＫＪ５　Ｈ：ＡＪ７６　Ｄ：Ｋ９　Ｃ：ＡＫＪ９
　　　４Ｈ･･････４－４のＨフィットがある。
 1 / 1
01 データ\bridge\大和田 3.Puppet Stayman.doc

